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【4回目先生用テキスト】 
 
はじめに前回の復習をしていきたいと思います！ 
前回何やったかというと前回は変数というものを学びました。おぼえているかな？ 
何度も言うようですがこの変数はとても大切で 
今後何回も出てくるのでしっかり覚えましょう！ 
そしたらさっそくなんですが、 
「1.intの復習をしよう！」の①からみんな書いていっていきましょう！ 
ここで復習がてらこんな感じで書いてたなーとか 
どういう意味だったかなと考えながら書いてください！ 
そのあとは終わった人から②もやってみてくださいね！ 
それではスタートです！（5分） 
 
みんなできましたか？時間もあるのでそろそろ確認していきたいと思います！ 
まず①はコード書いてみて実行押すとどんなものができましたか？ 
～ 
②計算の方も確認していきたいと思います！ 
～ 
 
次に「2.for文の復習！空欄を埋めて何が出てくるか確かめよう！」 
の方をしたいと思います！ 
こちらも5分でやっていきたいと思います！ 
基本的にヒントは出しません 
前回のテキストを確認したり、周りのみんなで話し合って考えてみてください！ 
それではスタート！！（５分） 
５分たったので確認していきますよー！ 
～ 
 
それではこれから今日の内容に入っていきたいと思います！ 
今日やるのは「もし～なら」という文です。 
例えばもし雨が降ったら傘をさす、 
もし呼ばれたら返事をするなどです！ 
ここはたぶん体を動かしながらやるとおぼえやすいので 
テキストにもあることを今からやっていきたいと思います！ 
 
まず初めに… 
①を例としてやっていくと 
「もし12歳なら」といわれたら 
12歳の人は立ちます！ 
いきますよー「もし12才なら？」 　12歳児童(立つ) 
こんな感じで5まで行きますよ！ 
～ 
今やったのをprocessingで表すとif文というものになります。 
例にも書いてあるんだけどこれだけじゃわからないと思うので 
今から一緒に学んでいきたいと思います！
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